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（午前９時５９分 開会） 

◎開会宣告 

○議長（氏家良美君）皆さんおはようございます。ただいまから令和５年第２回新冠町議

会定例会を開会いたします。 

 

◎開議宣告 

○議長（氏家良美君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程の報告 

○議長（氏家良美君） 議事日程を報告致します。 

議事日程は御手元に配布した印刷物のとおりであります。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（氏家良美君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１番、竹中進一議員。２番、酒

井益幸議員を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 会期の決定 

○議長（氏家良美君） 日程第２、会期の決定を議題と致します。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から６月２６日までの７日間といたした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月２６日までの７日間とすることに決定いたしました。お諮

りいたします。議案等調査のため、６月２１日、２２日及び６月２４日、２５日の４日間

を休会したいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって、６月２１日、２２日及び６月２４日、２５日の４日間を休会することに決定い

たしました。 

 

   ◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（氏家良美君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

町長から御手元に配付のとおり、議案の提出がありましたので報告いたします。 

次に、広域連合並びに一部事務組合議会の開催状況、閉会中の諸行事の出席状況、説明

員の報告については、御手元に配布のとおりですので御了承願います。 
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以上で諸般の報告を終わります。 

 

   ◎日程第４ 行政報告（町長・教育長） 

○議長（氏家良美君） 日程第４、行政報告行をいます。 

議案の審議に先立ち、町長並びに教育長から行政報告の申し出がありましたのでこれを

許します。 

鳴海町長。 

○町長（鳴海修司君） 本日、令和５年第２回新冠町議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ議員各位には時節柄何かと御多用の中、御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。議長か

ら発言の許可をいただきましたので、令和５年第１回定例会以降の主要な行政の動向につ

いて項目の順に従い、御報告申し上げます。 

初めに、新冠町新型コロナウイルス感染症対策本部の解散についてご報告申し上げます。

令和５年５月８日から、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが、２類相当

から５類に変更となる政府の方針を受け、町対策本部会議において、５月８日以降の町の

対応を決定いたしました。各公共施設における手指消毒や換気などの基本的な感染予防対

策は継続することとし、町職員のマスク着用については、国の方針のとおり、個人の判断

に委ねることとしました。一方で、５類移行後も感染が持続することが見込まれているこ

とから、高齢の方や障害のある方などの重症化リスクの高い方と接する機会の多い窓口対

応の職員についてはマスクの着用を推奨しております。その他、高齢者など重症化リスク

の高い方が多く通院、入院生活をする国保診療所及び恵寿荘の従事者においては、勤務中

のマスク着用を継続しております。町民の皆さまにおかれましては、これから気温、湿度

とも上昇する季節を迎えますので、熱中症予防のため、屋外では極力マスクを外していた

だき、感染対策は、風邪やインフルエンザの予防と同様に、換気や手洗いなどの基本的な

対策を行いながら、体調管理に努めてくださるようお願いいたします。なお、町対策本部

は、令和５年５月８日の会議をもって解散いたしました。令和２年２月２６日の設置以降、

３年以上にわたり、町対策本部で決定した感染対策や様々な対応にご協力いただいた皆さ

まに、改めて心から感謝を申し上げます。 

次に、感染予防に係るワクチン接種状況について、ご報告いたします。このたびの５類

感染症への移行に伴いまして、５月８日以降に医療機関を受診された場合の医療費には自

己負担が生じますが、ワクチン接種に係る費用につきましては、特例臨時接種の期間が令

和６年３月３１日まで延長されたことにより、期間中の接種は自己負担が生じることなく

受けられることになっております。町民の皆様がワクチンを接種できる時期やワクチンの

種類等につきましては、国から示される予防接種実施要領に定められてございまして、５

月８日から始まりました、令和５年春の開始接種では６５歳以上の方、１２歳以上で基礎

疾患をお持ちの方、医療従事者等の方を対象に集団接種の準備を進め、５月２５日から２

９日までの間に４日間の接種日を設け、町政事務文書及び６５歳以上の対象者には個別に
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ご案内をしたところでございます。この集団接種における接種状況でございますが、６５

歳以上の方は７２１名が接種をされました。５月末日における６５歳以上の人口１７１７

名に対する接種率は４２％でございます。加えて、１２歳以上で基礎疾患をお持ちの方が

５６名、医療従事者等が１７名、合計で７９４名が集団接種をされております。このほか

集団接種以外に個別接種をされた方は６５歳以上で３７名、１２歳以上で基礎疾患をお持

ちの方が８１名、医療従事者等が３２名で、合計１５０名いらっしゃいましたので、集団・

個別を合わせますと５月末までのひと月で９４４名が接種をされました。なお、令和３年

５月の接種開始から本年５月末までにワクチンを１回以上接種されている方は町民全体で

４１２７名となり、接種率は７９．７％。このうち６５歳以上の方は１５９５名で接種率

は９２．９％、１２歳から６４歳までの方は２４５８名で接種率は８０．７％、１１歳以

下の方は７４名で接種率は１７．８％でございます。また、６月以降の接種につきまして

は、９月に予定される、令和５年秋の開始接種までの間は全て個別での接種をお願いした

く、対象者は先程申し上げた６５歳以上の方、１２歳以上で基礎疾患をお持ちの方、医療

従事者等の皆様に加え、５歳から１１歳までの基礎疾患をお持ちの児童及び６ヶ月から４

歳までの乳幼児となっております。６５歳以上の方の接種予約は新冠町立国民健康保険診

療所ほか医療機関へ直接、それ以外の方は保健福祉課健康推進係にご相談ください。なお、

令和５年秋の開始接種では全ての方が接種対象となりますので、その際には改めてご案内

申し上げます。今後におきましては、町は新型コロナウイルス感染症の経験を糧として、

町民の皆さまが安心して暮らせるまちづくりを進めていくとともに、新型コロナウイルス

感染症により影響を受けた町の活力を取り戻すよう、一層取り組んで参りますので、皆さ

まのご協力をよろしくお願いしたいと存じます。 

次に、令和５年度自治会長会議の開催結果についてご報告申し上げます。開かれた行政

の推進とまちづくりに地域の声を反映させることなどを目的に開催する自治会長会議は、

感染予防を目的に自粛した期間を除き、毎年度実施しており、本年度は５月１９日に新冠

町役場で開催しました。例年は、自治会連合会総会後、同日において開催していましたが、

本年は議会日程との調整から別開催として実施致しました。当日は、１６自治会の会長及

び会長代理の方に出席いただき、私がまちづくりの現状を説明した後、学校統合の進捗状

況と国保診療所の建替え計画について担当課から説明が行われ、その後質疑等が交わされ

ました。質疑においては、徳洲会病院の改築事業に関係し、同医療法人との医療連携の可

能性について質疑がありました。町としては、同病院から改築構想について説明はあった

ものの、広域連携に及ぶ内容ではなかったこと、かつ医療連携の構想は医療の在り方につ

いて検証を繰り返し行っていく中で進めて行きたい旨、回答をしました。また、国保診療

所の建替え事業に関しては、基本設計時点での町民意見の取捨について質疑がありました

が、町民多数の意見をいただき、建て替え事業を進めることは困難であり、町の主導的な

計画推進について理解をいただきながら進めて行きたい旨の回答を致しました。さらには、

町内外国人人口の増加を踏まえ、自治会の外国人対応について相談を求める声もありまし
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たが、企画課を中心に対応していくとして理解を得たところです。自治会長会議は、地域

が抱える問題や悩みを直接聞き取ることができるなど幅広い声を聞き取ることができるほ

か、まちづくりの現状を報告することで行政と地域をむすぶ大切な事業としての役割を担

っていると考えています。今後においても自治会長会議のほか、地区担当あるいは町政懇

談会の実施によって地域との連携を大切にしたまちづくりを推進していく所存です。 

次に、新冠町立国民健康保険診療所改築事業の進捗状況についてご報告申し上げます。

新冠町立国民健康保険診療所の改築事業につきましては、町議会との協議を重ねながら改

築に向けた事務を執り進めてございまして、町民の皆様には診療所改築基本構想の成案化

に伴うパブリックコメントや町政懇談会等の機会を通じ、情報提供してまいりました。現

在は、改築基本構想に掲げた骨子を肉付けし、具体的な内容を定める基本計画並びに建設

工事の基礎資料となる基本設計について、１０月末の策定を目指し業務を進めてございま

す。基本計画には、診療所が目指す方向性や施設整備の基本的な考え方、部門毎の整備方

針、保健センター機能の併設、津波、水害対策、施設の配置、収支計画等を定め、町ホー

ムページに令和５年１月時点における計画案を公表してございます。引き続き、成案に向

け計画内容の精査と基本設計との整合性を図ってまいります。また、基本設計の策定にあ

たりましては、設計業者に業務を発注することとなりますが、当町が恒常的に行っている

特定業者を指名し、単に最低入札価格を競わせる指名競争入札の方式ではなく、業務の実

施体制及び実施方針、優れたアイデアや企画力等で業者を選定する公募型プロポーザル方

式を採用し、広く参加者を募集しましたところ、２社から応募があり、資格審査を経て、

４月５日に町民の皆様がご参集される中、公開ヒアリングを実施し、当町が事前に示した

基本テーマ、地域完結型・予防医療の拠点施設の整備、特定テーマ、町民の安心を医療面

から支える診療所及び持続的な健全経営を実現できる診療所の課題に対する提案内容の的

確性、独創性や実現性、さらに取り組む意欲や質問に対する回答など総合的な審査を行い、

審査員から最も評価の高かった株式会社石本建築事務所札幌オフィスと４月１４日に委託

契約を交わし、同社と業務を進めているところでございます。改築を目指しております新

たな国保診療所は、町民の皆様に長く親しまれ、安心して利用される施設となりますよう

町議会等との協議、検討を重ねてまいります。町民の皆様にも時期が整い次第、基本計画

及び基本設計を公表いたしますので、ご理解ご協力をお願いいたします。なお、本定例会

には改築場所の用地測量費のほか、支障物件の解体工事費、陶芸館の移転に伴う移転先施

設の内部工事費等について、補正予算案を提案させていただきますので、提案のとおりご

決定を頂きますよう宜しくお願い致します。 

次に、町有牧野におけるヨーネ病発生状況についてご報告申し上げます。町有牧野の町

有牛の３月採取分の糞便培養の結果、１頭のヨーネ病感染が確認された旨、６月５日付け

で北海道日高家畜保健衛生所から通知がありました。６月７日、殺処分命令及び消毒指示

に基づき、町有牛１頭について殺処分し、飼養していた第２牛舎について清掃及び消毒作

業を行いましたのでご報告いたします。町有牧野のヨーネ病発生は令和元年からでありま
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すが、更に１頭の感染確認となり、発生から患畜牛として殺処分した町有牛は合計で１５

頭となりました。未だ清浄化を図れない状況にありますが、現在、獣医師の指導のもと、

ヨーネ病の発生の抑制効果がみられる飼料を給餌させるとともに、患畜牛の年齢構成等の

分析を行い、牛群を分ける等、新たな清浄化に向けた取組を進めているところであります。

なお、本年度の預託牛の受入につきましては、５月末現在１４４頭の牛をお預かりしてお

ります。受入に際し、事前に町有牧野においてヨーネ病患畜が発生した旨を説明した上で、

牛の搬入については、放牧地に直接搬入して感染予防対策をしっかりと行いながら受入れ

を行っております。今後も清浄化に向け、ヨーネ病発生対策の基本となる、牛舎内の清掃、

消毒作業を継続的に行うとともに、家畜保健衛生所及び獣医師の専門的な指導を仰ぎなが

ら、信頼される牧野運営に努めて参りますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

最後に、今定例会に提案しております案件ですが、一般議案２８件、令和５年度各会計

補正予算５件を提案することといたしております。それぞれ提案する際に、具体的に御説

明いたしますので、全案件とも提案どおり御決定いただきますようよろしくお願いを申し

上げまして、行政報告とさせていただきます。 

○議長（氏家良美君） 町長の行政報告が終わりました。 

次に、教育長から行政報告を行います。 

奥村教育長。 

○教育長（奥村尚久君） 議長より発言の許可をいただきましたので、令和５年第１回定

例会以降の教育行政に関わって、御報告申し上げます。 

初めに、新型コロナウイルス感染症対策に係る教育委員会の対応について、御報告申し

上げます。国の基本的対処方針において、３月１３日以降は、マスクの着用を個人の判断

に委ねるとされるなど、当感染症への対応措置が変更され、学校現場や認定こども園にお

いても国の通知に準じながら慎重に対応してまいりました。新年度に入り、入学式や運動

会などの学校行事等については、感染対策に留意しながらもおおむねコロナ禍前の従来の

形で開催している状況にあります。一方で、比較的落ちつきを見せていた、感染状況が一

時的に大きく拡大したことから、季節性インフルエンザの対応と同様に、学校保健安全法

の規定に基づき、学校長及び教育委員会の判断により休業措置を行っております。休業措

置は、連休が始まる４月末から新冠小学校関係者に感染が徐々に見られ、中旬には、児童

館や認定こども園の関係者にも感染が確認されるようになったことから、感染拡大傾向が

見られた、新冠小学校の一部の学年において、５月２２日から２６日までの５日間対象学

年を学年閉鎖し、児童館においても個別事情による預かりを除き、同様の期間を休館とい

たしました。また、認定こども園においては、園児と職員の感染により職員体制が整わな

い状況となったことから、同２３日から２６日までの４日間休園措置をとりました。新型

コロナウイルス感染症は、５月８日以降、感染法上の位置づけが変わりましたが、感染力

があり、発熱を初めとする様々な体調不良を引き起こす感染症であることに変わりありま

せん。学校活動においては、引き続きコロナ禍前の形で行っていくことを基本としており
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ますが、今後も基本的な感染症対策を継続し、状況に応じて感染対策を強めるなど、子ど

もたちの充実した学校生活と、健康保持の両立に努めてまいりますので、御理解を賜りま

すようお願い申し上げます。 

次に、小学校統合に係る進捗状況について御報告いたします。今年度は、統合に向けて

取り組む最終年度となります。引き続き、学校統合準備委員会において協議を重ねながら、

学校統合が円滑に行われるよう、計画に計画的に進めてまいります。４月２６日に開催さ

れた第１回準備委員会におきましては、教育計画、公務、ＰＴＡの各専門部会における作

業スケジュールと、統合に向けた検討項目の対応状況のほか、交流学習とＰＴＡの交流事

業について協議いたしました。昨年度から本格実施しております交流学習については、引

き続き、全学年で複数回取り組むこととし、今年度においては、給食や掃除、休み時間と

いった学校生活全体の交流も行うことで、両校の児童の関わりをより一層深めてまいりま

す。また、ＰＴＡ部会が計画しております交流事業につきましては、公益財団法人北海道

文化財団のこどもアート体験事業によりアーティストを招聘し、芸術の体験を通じた両校

の児童と保護者の交流事業を開催することで、取り進めているところでございます。なお、

夏休み期間中においては、書類や備品の一部を新冠小学校へ移転する作業や新冠小学校へ

乗り入れする車両の増加に対応するため、スクールバスと保護者車両のエリアを分離する

駐車場の改修工事を行うこととしております。これら小学校統合に向けた取組の進捗状況

につきましては、これから秋にかけて予定しております、新入学児童を含む保護者や地域

の方々を対象にした説明会において、丁寧にお伝えしてまいります。 

次に、スポーツ振興計画の諮問についてであります。本年度は第三次スポーツ振興計画

の最終年で明年からの次期計画の策定を行う年でございます。スポーツ振興計画につきま

しては、国、道のスポーツ計画を参酌しながら、当町におけるスポーツ振興を具体的に推

進する方策を導くものでございまして、策定に当たりましては、去る４月２１日、スポー

ツ推進委員の皆さんに諮問申し上げたところでございます。早速、計画策定委員会が組織

され、スポーツに関する意識調査の実施と内容について協議し、６月には、町民の皆さん

に御協力をいただきながら、意識調査を行い、その結果に基づいて、新たな計画を策定し、

１２月には答申をいただく予定となっております。以上で第２回定例会における教育行政

報告といたします。 

○議長（氏家良美君） 教育長の行政報告が終わりました。 

 

◎日程５ 同意第２号 

○議長（氏家良美君） 日程第５、同意第２号、新冠町公平委員会委員の選任についてを

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

山本副町長。 

○副町長（山本政嗣君） 同意第２号、新冠町公平委員会委員の選任について提案理由を



10 
 

申し上げます。 

公平委員であります、北所正視さんは本年６月２６日をもって任期満了となりますけれ

ども、引き続き北所さんを公平委員として選任いたしたく、地方公務員法第９条の２第２

項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものでございます。北所さんは、字北星町

にお住まいの７２歳の方でございます。公平委員の職務は公平公正な行政を確保するため

地方公務員法に基づきまして、職員の勤務条件に関する措置の要求及び職員に対する不利

益処分等を審査するなどの措置を行うこととなっておりますけれども、北所さんは、農協

職員としての経験も長く、公正な事務運営に精通をし、かつ、行政についての意見も有す

る方でありまして、適任と判断しており選任について同意を求めるものでございます。な

お任期は４年となっております。 

以上が同意第２号の提案理由でございます。御審議の上、提案どおり御同意賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） お諮りいたします。本件については人事案件でありますので、質

疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

これより同意第２号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第２号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第２号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 

◎日程６ 同意第３号～日程第１６号 同意第１３号 

○議長（氏家良美君） 日程第６、同意第３号から日程第１６、同意第１３号、新冠町農

業委員会委員の任命について、以上１１件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

山本副町長。 

○副町長（山本政嗣君） 同意第３号から同意第１３号、新冠町農業委員会委員の任命に

ついて、提案理由を申し上げます。 

新冠町農業委員会委員に次の者を任命すべく、農業委員会等に関する法律第８条第１項

の規定により議会の同意を求めるものでございます。農業委員の任命につきましては、平

成２８年以降、公選制が廃止されまして、市町村長が議会の同意を得て任命することとさ

れております。また、任命に当たりましては、１つとして、認定農業者が委員の半数を占

めること。２つ目として、農業委員会と利害関係を有しない者を含むこと。３つ目として、
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年齢構成等に著しい隔たりが生じないよう配慮することとされているところでございます。  

このたびの提案は、現農業委員の任期が本年７月１９日付けをもって満了となりますこ

とから、農業委員候補者の公募を行いましたところ、推薦で８名、応募で３名、定数と同

数である１１名の方々から応募をいただき農業委員候補者評価委員会に諮問の結果、先ほ

どの要件を含めまして、全員が農業委員として適正であるとの答申を受けましたことから、

本議会において人事案件を上程するものであります。 

それでは同意第３号から１３号までの提案内容について本会議資料にて御説明を申し上

げます。なお御説明は、同意をいただきたい方の履歴を省略させていただきまして、住所、

氏名等についての説明とさせていただきます。同意を得ようとする方々は全員留任であり

まして、同意第３号は、字高江にお住まいの中本隆志さん、認定農業者です。同意第４号

は、字新栄にお住まいの金子正人さん、認定農業者。同意第５号は、字東泊津にお住まい

の橋本浩さん、認定農業者。同意第６号は、字太陽にお住まいの山本将之さん、認定農業

者です。同意第７号は、字万世に居住の梶川憲一さん、認定農業者。同意第８号は、字若

園にお住まいの泉澤敬冶さん、認定農業者です。同意第９号は、字東川にお住まいの庄野

照彦さん、認定農業者。同意第１０号は、字朝日にお住まいの飛渡清一さん、認定農業者。

同意第１１号、字太陽にお住まいの鎌田直樹さん、認定農業者。同意第１２号は、字古岸

にお住まいの佐々木碧みどりさん、職業は農業です。同意第１３号は、字東町にお住まい

の前田晃さん、非営利関係者となります。 

以上が同意第３号から同意１３号の提案内容でございます。御審議を賜りまして、提案

どおり御同意賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（氏家良美君） お諮りいたします。本件については人事案件でありますので、質

疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

これより同意第３号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第３号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第３号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第４号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第４号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 
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よって、同意第４号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第５号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第５号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第５号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第６号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第６号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第６号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第７号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第７号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第７号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第８号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第８号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第８号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第９号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第９号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第９号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 次に、同意第１０号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第１０号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 
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よって、同意第１０号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第１１号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第１１号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第１１号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、同意第１２号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第１２号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、同意第１２号は原案のとおり同意することに決定いたしました 

次に、同意第１３号についての採決を行います。 

お諮りいたします。同意第１３号は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 挙手多数であります。 

よって、同意第１３号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 

◎日程１７ 諮問第１号 

○議長（氏家良美君） 日程第１７、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

山本副町長。 

○副町長（山本政嗣君） 諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて、提案理由を申し上げます。 

本年２月７日で退任されました牧野里香さんの後任に、下記の方を推薦いたしたく、人

権擁護委員法第６条第３項の規定に基づきまして、議会の意見を求めるものでございます。 

意見を求める方は、字東町にお住まいの亀田佳子さんで、昭和３４年生まれ、６３歳の

方でございます。人権擁護委員は法務大臣から委嘱をされまして、地域における人権相談

や人権侵害の被害者救済活動に加えまして、人権啓発活動を行うことを職務とするもので

ございます。今回意見を求める亀田さんですが、小学校教諭として長く在職された経験を

持ちで、またボランティア活動にも積極的に参加されるなど、人格、識見にすぐれて、公

正な判断力を有する方でありますことから、適任であると判断をいたしまして、人権擁護

委員として推薦をしようとするものでございます。委員の任期は３年でございます。 
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以上が諮問第１号の提案理由でございます。提案どおり御決定いただきますようよろし

くお願いをいたします。 

○議長（氏家良美君） お諮りいたします。本件については人事案件でありますので、質

疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

これより諮問第１号についての採決を行います。 

お諮りいたします。諮問第１号は、原案を適任とすることに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 

（賛成者挙手） 

○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、諮問第１号は原案を適任とすることに決定いたしました。 

 

◎日程１８ 選挙第６号 

○議長（氏家良美君） 日程第１８、選挙第６号、新冠町選挙管理委員会委員及び補充員

の選挙についてを議題といたします。 

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選により行いたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は指名推選とすることに決定いたしました。指名の方法については、

議長において指名することにいたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

したがって、議長において指名することに決定いたしました。選挙管理委員会委員に、

字本町、村上美知子さん。同じく字本町、今村裕さん。字節婦町、荒木正弘さん。字東町、

前田弘美さん。補充員は、順位の順に、第１位、字北星町、板東桂治さん。第２位、住所

は同じく字北星町、千葉敏昭さん。第３位、同じく字北星町、徳橋かおるさん。第４位、

同じく北星町、宗元典子さんを指名いたします。 

お諮りいたします。ただいま議長において指名しました皆さんを、新冠町選挙管理委員

会委員及び補充員の当選人とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました皆さんが当選されました。 

暫時休憩といたします。 
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休憩 午前１０時４６分 

再開 午前１０時５８分 

 

○議長（氏家良美君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

◎日程１９ 報告第３号 

○議長（氏家良美君） 日程第１９、報告第３号、例月出納検査の結果報告についてを議

題といたします。 

監査委員より例月出納検査の結果報告がありましたので、質疑を省略し、報告のとおり

受理することとしたいと思います。 

 

◎日程２０ 報告第４号 

○議長（氏家良美君） 日程第２０、報告第４号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラ

ブの経営状況の報告についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐渡企画課長。 

○企画課長（佐渡健能君） 報告第４号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブの経営

状況の報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、有限会社にいかっ

ぷホロシリ乗馬クラブの令和４年度事業報告及び決算に関する書類、並びに令和５年度事

業計画及び予算に関する書類を別紙のとおり提出するものでございます。御手元に配付の

報告第４号資料により説明いたしますのでお開きください。 

 当該資料は、去る５月２６日開催の株主総会において承認、可決されたものでございま

す。主な令和４年度事業について説明いたしますので、２ページをお開きください。下段、

通期の項目中、２行目から６行目までの記載を読み上げることとさしていただきます。旅

行など外出する人が増え、特に乗馬クラブは乗馬利用が回復し、約６３００万円の事業収

入、道の駅は物産館での販売品売上、ふるさと納税売上、共に増加し、約１億４千万円の

事業収入を得たところです。会社全体では、総事業収入２億円余りを計上し、今期の経常

利益は３３６万２４１７円、当期純利益は２６９万９７４５円を計上しています。 

次に令和４年度の経営状況について損益計算書で説明致しますので、５ページをお開き

ください。主だった科目の額の金額を読み上げさしていただきます。純売上高合計２億２

４５万１７５１円。仕入れ経費などからなる売上原価は１億２２２５万６０３８円。純売

上高から売上原価を差引いた売上総利益は８０１９万５７１３円、前年度比で１９８１万

６２１２円の増となっています。人件費などからなる販売費及び一般管理費は７８８３万

６５５円。売上総利益から販売費及び一般管理費を差引いた営業利益は１３６万５０５８

円、前年度比では２５８万４４９４円の増となっています。営業外収益は２０３万３２９

２円。営業外費用は３万５９３３円。営業利益に営業外収益を加算し、営業外費用を差引
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いた経常利益は３３６万２４１７円であり、前年度比では２３１万６６５６円の増となっ

ています。今期は、特別利益、特別損失がございませんので、経常利益が税引前当期純利

益となります。法人税等は６６万２６７２円。税引前当期純利益から法人税等を差引いた

当期純利益は２６９万９７４５円、前年度比１９８万３８７３円の増となっており、令和

４年度決算は黒字となっています。 

次に資産状況の概略について説明しますので、４ページにお戻りください。貸借対照表

における資産合計７３０１万２７５３円で、前年度比５３８万８９２９円の増となってい

ます。主に流動資産中、販売品が前年度比５６１万４２７６円の増加となっており、これ

は主力販売商品のトンネルワインを値上がり前に仕入れを行い、在庫として所有している

ことによります。 

次に右側、負債の合計は１２６３万１７０９円となっています。下段に移りまして、純

資産の部、純資産合計は６０３８万１０４４円。負債と純資産の合計は、資産合計と同額

の７３０１万２７５３円です。６ページは、販売費及び一般管理費の内訳です。７ページ

が製造原価報告書です。８ページは、株主資本等変動計算書となっており、株主に帰属す

る純資産の部各項目の変動額について示すものですが、いずれの額も当期純利益の額であ

る２６９万９７４５円増加しています。１２ページをお開きください。令和５年度事業計

画案です。概要のみ申し上げます。営業展開として周辺施設との連携とオリジナル商品の

開発、そしてトンネルワインのコーナー拡大などによって、より一層の経営の健全化に努

めるとしています。１４ページをお開きください。収支予算書における見積損益計算書で

す。上段収入の部、令和５年度収入合計予算は２億１３０万円。下段支出の部、令和５年

度支出合計予算は２億２８万５千円。差し引き益金予算額１０１万５千円となっています。

１５ページ、１６ページは、乗馬クラブ、道の駅それぞれの見積損益計算書です。後刻ご

覧いただきたいと思います。 

以上が報告第４号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブの経営状況の報告について

です。どうぞよろしくお願い致します。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。報告第４号は、報告のとおり受

理することといたしたいと思います。 

 

◎日程２１ 報告第５号 

○議長（氏家良美君） 日程第２１、報告第５号、繰越明許費繰越計算書についてを議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 報告第５号、繰越明許費繰越計算書について提案理由を申し

上げます。 

令和４年度新冠町一般会計予算の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰越しましたの



17 
 

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により議会に報告するものです。繰越した

事業につきましては、本年第１回臨時会及び第１回定例会の補正予算において議決をいた

だいたものでございます。繰越明許費とは、予算が成立して事業を執行する上で、その年

度内に事業が完了しない見込みとなった場合に、予算を翌年度に繰越して執行することが

できるというものでございます。繰越しに当たっては、法の規定において歳出予算を翌年

度に繰越したときは、翌年度の５月３１日までに繰越計算書を調製し、次の議会に報告し

なければならないとされており、繰越計算書の調整を終えたことから本定例会で報告する

ものでございます。 

次ページをお開き願います。令和４年度新冠町一般会計繰越明許費繰越計算書になりま

す。３款民生費、２項児童福祉費、新冠町出産子育て応援給付金事業３９０万円は、国の

物価高克服経済再生実現のための総合経済対策に基づく経済的支援として実施するもので、

対象となる令和４年４月１日から令和５年９月３０日までの妊娠届出及び出生届出見込み

のそれぞれ３９人分のうち、令和５年３月３１日までに執行した妊娠届出２８人及び出生

届で１６人分の２２０万円の残額１７０万円を繰越したものです。５款農林水産業費、１

項農業費、水利施設等保全高度化（単独営農用水）事業５６６万５千円は、太陽及び美宇

地区の営農用水施設整備事業に係る執行残で、北海道より事業の進捗を図るための要請を

受け翌年度へ繰越したものです。７款土木費、１項道路橋梁費、社会資本整備総合交付金

事業２０３万５千円は、国の補正予算により実施する、新冠市街地線１号線道路改良工事

の令和５年度前倒し分で、事業費の確定により１９１万４千円を繰越したものです。１０

款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費、現年発生災害復旧事業６億９５４万３千円

は、国の補助事業として実施する令和４年８月大雨災害復旧事業費全額を繰越したもので

す。事業費の合計金額６億２１１４万３千円のうち６億１８８２万２千円を令和５年度に

繰越しており、これらに係る財源内訳は掲載のとおりです。 

以上が報告第５号、繰越明許費繰越計算書の提案理由です。御審議を賜り報告のとおり

承認くださるようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、報告第５号に対する質疑を行います。 

発言を許可します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。報告第５号について

は、報告のとおり受理することといたします。 

 

◎日程２２ 報告第６号 

○議長（氏家良美君） 日程第２２、報告第６号、事故繰越し繰越し計算書についてを議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 
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 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 報告第６号、事故繰越し繰越し計算書について提案理由を申

し上げます。 

令和４年度新冠町一般会計において、地方自治法第２２０条第３項ただし書の規定によ

り別紙のとおり事故繰越しましたので、同法施行令第１５０条第３項の規定により、議会

に報告するものです。事故繰越しとは予想しがたい、やむを得ない理由により事業執行が

遅れ、年度内に支出が出来ず、繰越し明許費の議決を得る時間がない場合に、翌年度に予

算を繰越して使用することができるものでございます。 

次ページをお開き願います。令和４年度新冠町一般会計事故繰越し繰越し計算書です。

２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、戸籍電算化事業。支出未済額及び翌年度繰越し額

４３８万６３６０円は、令和４年９月の第３回定例会において補正予算の議決をいただい

たもので、令和５年度中に、全国全ての市町村窓口で本籍地以外の戸籍が取得できるよう、

国の指示と補助金により、令和２年度から順次システムの改修を進めており、本予算は、

戸籍システム改修業務委託に係るもので、作業日程を本年３月２７日から３１日までとし

ていましたが、当町担当職員及び委託先の担当技術職員がともに新型コロナウイルスに感

染したため、年度内に事業に事業を完了することが出来なかったものでございます。 

以上が報告第６号、事故繰越し繰越し計算書についての提案理由です。御審議を賜り報

告のとおり承認くださるようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、報告第６号に対する質疑を行います。 

発言を許可します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。報告第６号について

は、報告のとおり受理することにいたします。 

 

◎日程２３ 報告第７号 

○議長（氏家良美君） 日程第２３、報告第７号、繰越明許費繰越計算書についてを議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

杉山診療所事務長。 

○国保診療所事務長（杉山結城君） 報告第７号、繰越明許費繰越計算書について提案理

由を申し上げます。 

令和４年度新冠町立国民健康保険診療所事業特別会計予算の繰越明許費は、別紙のとお

り翌年度に繰越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により議会に報

告をするものです。繰越しをした事業につきましては、本年第１回臨時会の補正予算にお

いて議決をいただいたものであります。 
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次のページをお開き願います。１款総務費、１項施設管理費、事業名、新冠町立国民健

康保険診療所改築事業３４００万１千円は、国保診療所施設の移転改築に関連する予算で

ありますが、公募型プロポーザル方式による基本設計業者を選定するにあたり、一定の手

続時間を得た後、最終的な業者１社の決定及び契約などについては、本年４月以降となり、

昨年度内に本業務の完了が見込めなかったことから、事業費全額を繰越したものでありま

す。事業費の内訳は、診療所の改築基本設計業務に必要となる積算業務、外観図作成一式、

コストダウンの手法、省エネ等の提案、地質調査一式などについて公募型プロポーザル選

定業者に設計を業務委託するための予算、及び改築基本設計の内容確認作業や助言等をい

ただく支援業務を別途委託するための予算であります。 

以上が報告第７号、繰越明許費繰越計算書の提案理由です。御審議を賜り報告のとおり

承認くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより報告第７号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。報告第７号については、

報告のとおり受理することにいたします。 

 

◎日程２４ 議案第２９号 

○議長（氏家良美君） 日程第２４、議案第２９号、新冠町税条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

今村税務課長。 

○税務課長（今村力君） 議案第２９号、新冠町税条例の一部を改正する条例について新

冠町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めようとするものでございます。 

提案理由及び改正内容につきましては、改正に伴う、改め文及び新旧対照表での説明は

省略させていただき、御手元に配付しております、議案第２９号資料により説明させてい

ただきますので、そちらを御覧願います。 

初めに提案理由ですが、令和５年度税制改正の大綱に沿って、地方税法等の一部を改正

する法律が令和５年３月３１日に公布され、令和５年４月１日施行の部分については、新

冠町税条例を専決処分により一部改正を行い、５月１０日開催の第２回臨時会において報

告、承認を受けたところでありますが、施行日が令和５年７月１日以降の部分について今

回、所要の改正を行うものでございます。次に改正内容ですが、今回は個人町民税関係が

２点、軽自動車税関係が２点ございます。 

最初に（１）個人町民税関係です。①森林環境税の導入に伴う改正ですが、まず最初に

均等割と森林環境税について説明いたしますので、ページ下段の町道民税均等割と森林環
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境税をご覧ください。本来、均等割は、町民税３千円と道民税千円併せて４千円ですが、

地方財確法に基づき、平成２６年度から令和５年度までの間、町民税と道民税それぞれ５

００円引き上げて町民税３５００円、道民税１５００円併せて５千円となっています。令

和６年度から町民税３千円、道民税千円の４千円に戻りますが、新たに課税される森林環

境税が課税され、町道民税の均等割４千円と森林環境税千円、併せて５千円を賦課徴収す

ることになります。この森林環境税の導入に伴い、①の各黒ポチのとおり、配当所得等で

源泉徴収された額を所得割から控除しきれなかった額を森林環境税にも納付等することや

森林環境税の徴収方法、納税通知書に森林環境税を追加するなど所要の改正を行うもので

ございます。２ページに移ります。②給与所得者の扶養親族等申告書の記載事項の簡素化

ですが、扶養親族等申告書を給与支払者に提出する場合に、当該申告書に記載する事項が

前年に提出した申告書に記載した事項と異動がないときは、異動がない旨を記載した申告

書を提出できるよう改正するものでございます。なお、施行日は、①は令和６年１月１日

で、②は令和７年１月１日です。 

次に（２）軽自動車税関係についてですが、①軽自動車税種別割について、特定小型原

動機付自転車に係る車両区分創設に伴う所要の措置です。道路交通法の一部を改正する法

律により、新たに定義された特定小型原動機付自転車、一定の要件を満たす電動キックボ

ート等でございますが、をミニカー区分から除外するものです。なお、特定小型原動機付

自転車は、税条例第８２条第１項アの原動機付自転車５０ＣＣ以下の区分に該当し、税率

は２千円となります。②自動車メーカーの不正行為に関する再発防止策の強化についてで

すが、自動車メーカーによる燃費性能及び排出ガス性能に係る不正行為により生じた環境

性能割や種別割の納付不足額に係る納付義務を自動車メーカーに負わす特例規定について、

徴収する際に加算する割合を、現行の１０％から３５％に引き上げようとするものでござ

います。なお、施行日は、①が令和５年７月１日、②が令和６年１月１日です。 

次に附則でございます。第１条、施行期日の関係ですが、この条例は、令和５年７月１

日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行すると

し、第１号は、（１）①の森林環境税導入に伴う改正規定。（２）②の自動車メーカーの不

正行為に関する再発防止策の強化に係る改正規定と、附則第２条第１項並びに附則第３条

第１項、種別割の納付不足額に加算する割合の引上げに係る部分に限る及び第２項の施行

期日を定めており、令和６年１月１日から施行するものです。第２号は、（１）②の扶養親

族等申告書の記載事項の簡素化係る改正規定と附則第２条第２項の施行期日を定めており、

令和７年１月１日から施行するものです。第２条は、町民税に関する経過措置で、附則第

１条第１号の規定による（１）①の森林環境税の導入に係る改正部分は、令和６年度以後

の年度分の個人の町民税について適用し、令和５年度分までの個人の町民税については、

なお従前の例によるものです。第２項は、（１）②の扶養親族等申告書の簡素化は、令和７

年１月１日以後に支払を受けるべき給与の支払者に提出する申告書について適用し、令和

７年１月１日前に支払を受けるべき給与の支払者に提出した申告書については、なお従前
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の例によるものです。３ページに移ります。第３条、軽自動車税に関する経過措置です。

（２）①の特定小型原動機付自転車に係る所要の措置及び（２）②の種別割の納付不足額

に加算する割合の引上げの規定は、令和６年度以後の年度分の軽自動車税の種別割につい

て適用し、令和５年度分までの軽自動車税の種別割については、なお従前の例によるもの

です。第２項は、（２）②の環境性能割の納付不足額に加算する割合の引上げの規定につい

ては、令和６年１月１日以後に取得された３輪以上の軽自動車に対して課すべき環境性能

割について適用し、令和６年１月１日前に取得された３輪以上の軽自動車に課する環境性

能割については、なお従前の例によるものです。 

以上が議案第２９号、新冠町税条例の一部を改正する条例の提案理由でございます。御

審議を賜り提案どおりの御決定をくださるよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第２９号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

秋山議員。 

○６番（秋山三津男君） 今回引上げとなります、その根拠をお願いします。お尋ねした

い。 

○議長（氏家良美君） 今村税務課長。 

○税務課長（今村力君） 令和５年４月１日に施行された地方税法の改正によるものが原

因となっております。 

○議長（氏家良美君） 秋山議員。 

○６番（秋山三津男君） 法が改正されたからといって、町はそのとおりにやってしまう

ということで、やってしまう。行ってしまう。このことによって、住民に負担がかかる。

それでいいのか。 

○議長（氏家良美君） 今村税務課長。 

○税務課長（今村力君） 自治体の税条例の根拠につきましては、地方税法に基づくこと

となっておりますので、地方税法が変われば税条例も変わるということになっております。 

○議長（氏家良美君） 武藤議員 

○７番（武藤勝圀君） ７番武藤です。１点、関連すると思うんで伺いますけれども、森

林環境譲与税についてです。これは令和３年度から国から全自治体に配分っちゅうことで、

その内容についてはホームページで公表するということですんで、ホームページで見ます

と、新冠の場合は、令和３年度が４７１万２千円ですか。内訳、使途については、翌年度

にそっくりそのまま繰り越すっちゅう事になってますけども、３年度と４年度分はどうい

うふうに使われて、また確定してたのがそっくりそのまま繰越してるのか、そこら辺の経

過について。 

○議長（氏家良美君） 武藤議員、今回の提案には関係がありませんので、質疑を控えて

いただきたいと思います。今の質問については決算審査のときにお願いしたいと思います。 
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ほかにございませんか。 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第２９号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 挙手多数であります。 

よって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程２５ 議案第３０号 

○議長（氏家良美君） 日程第２５、議案第３０号、新冠町立認定こども園条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

新宮管理課長。 

○管理課長（新宮信幸君） 議案第３０号、新冠町立認定こども園条例の一部を改正する

条例について提案理由を御説明いたします。 

新冠町立認定こども園条例の一部を改正する条例を、以下のとおり定めようとするもの

でございます。本年４月にこども家庭庁設置法が施行され、国の子ども政策の新たな司令

塔機能を担うこども家庭庁が設置されました。同法の施行により、関係する子ども子育て

支援法の一部が改正されたことに伴い、当町の認定こども園条例で引用している法令の改

正を行うものでございます。 

それでは、新旧対照表により一部改正の内容について御説明いたしますので、２ページ

をお開きください。第７条、入園資格等につきまして、子ども子育て支援法第１９条第２

項の削除に伴いまして、第１項とは表記しないことから、第７条第１項中、子ども子育て

支援法（平成２４年法律第６５号）第１９条第１項第２号、子ども子育て支援法（平成２

４年法律第６５号）（以下、支援法という）第１９条第２号に改めます。また、第２号につ

きましては、子ども子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第１９条第１項第１号支援

法第１９条第１号に改め、おのおの第１項という文言を削る改正を行うものです。 

１ページにお戻りください。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令

和５年４月１日から適用いたします。 

以上が、新冠町立認定こども園条例の一部を改正する条例についての提案理由でござい

ます。御審議を賜り、原案どおり御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第３０号に対する質疑を行います。 
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発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。これより議案第３０

号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程２６ 議案第３１号～日程２７ 議案第３２号 

○議長（氏家良美君） 日程第２６、議案第３１号、新冠町特定教育保育施設及び特定地

域型保育事業並びに特定子ども子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について、日程第２７、議案第３２号、新冠町特定教育保育施設及び特定

地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例についてを一括議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

谷藤町民生活課長。 

○町民生活課長（谷藤聡君） 議案第３１号、新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保

育事業並びに特定子ども子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について。 

新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども子育て支援施設等の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり定めようと

するものです。提案理由及び改正内容につきましては、改正に伴う、改める及び新旧対照

表での説明は省略させていただき、御手元に配付しております議案第３１号資料により説

明させていただきますので、そちらを御覧願います。 

初めに提案理由ですが、１に記載のとおり条例の準拠法令である国の基準が改正された

ことから、今回、所要の改正を行うものでございます。２の改正内容を御覧ください。今

回の改正内容は大きく分け２点ございます。 

まず１点目は、子ども家庭庁設置法の施行に伴い関係法律の整備が行われ、国の基準が

改正されたものでございます。具体的改正内容は４点ございます。まず１点目は、子ども

子育て支援法第１９条第２項の削除に伴う改正で、引用条項の整理。２点目が、学校教育

法第２５条第２項及び第３号の新設に伴う改正で、引用条項の整理。３点目が、児童福祉
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施設の設備及び運営に関する基準第３５条の改正で、保育指針の制定権限者を内閣総理大

臣に改めるもの。資料の裏面を御覧願います。４点目が、家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準第１条の改正で、家庭的保育事業者に対する基準の取扱いが内閣府令にな

ったことから、この改正を行うものでございます。 

大きな２点目は、児童福祉法に規定する懲戒権の削除に伴い、国の基準からの親権者懲

戒権の規定が削除されたことに伴い、整理を行うものでございます。 

次に、３附則でございます。本条例は公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用

します。 

以上が議案第３１号、新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての提

案理由でございます。御審議を賜り提案どおり御決定くださるようよろしくお願いいたし

ます。 

引き続き議案３２号の提案をしますのでそちらを御覧ください。 

議案第３２号、新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する

条例の一部を改正する条例について。 

新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改

正する条例を以下のとおり定めようとするものです。 

まず初めに提案理由ですが、条例の準拠法令である子ども子育て支援法施行令が改正さ

れたことに伴いまして、今回所要の改正を行うものでございます。具体的内容は、こども

家庭庁の設置により子ども子育て支援法の改正が行われ、第１９条第２項が削られたこと

から、引用している条項を改めるものでございます。それでは、改正内容について新旧対

照表により御説明しますので、２ページをお開きください。第３条第１項第１号中第１９

条第１項第１号を第１９条第１号、同項第２号中第１９条第１項第２号を第１９条第２号、

同項第３号中、第１９条第１項第３号第１９条第３号に改めるのは、いずれも子ども子育

て支援法が改正されたことによるものでございます。 

１ページにお戻りください。附則ですが、本条例は公布の日から施行し、令和５年４月

１日から適用する。 

以上が議案第３２号、新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に

関する条例の一部を改正する条例についての提案理由でございます。御審議を賜り提案ど

おり御決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第３１号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 
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反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第３１号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第３２号、新冠町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に

関する条例の一部を改正する条例についてに対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第３２号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３２号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程２８ 議案第３３号～日程２９ 議案第３４号 

○議長（氏家良美君） 日程第２８、議案第３３号、新冠町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。日程第２９、議案第３４

号、新冠町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例についてを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

谷藤町民生活課長。 

○町民生活課長（谷藤聡君） 議案第３３号、新冠町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

新冠町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について、別紙のとおり定めようとするものです。提案理由及び改正内容につきまして

は、改正に伴う、改め文及び新旧対照表での説明は省略をさせていただき、御手元に配付

しております、議案第３３号資料により説明させていただきますので、そちらを御覧いた
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だきたいと思います。 

初めに提案理由ですが、１に記載のとおり条例の準拠規定である国の家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準が改正さされたことに伴いまして、今回、所要の改正を行う

ものでございます。今回の改正内容は大きく分けて４点ございます。 

まず１点目は、児童の安全の確保を図るため、施設における安全に関する事項について

の計画を策定する規定等が整備されたものによるものでございます。この点に関し、具体

的な改正内容は３点ございます。まず１点目が、安全計画の策定や職員研修、訓練の実施

を伴うことなどを義務化し規定を新設するもの。２点目が、インクルーシブ保育を可能と

するための設備及び人員基準の緩和に係る規定を整備する。３点目が、感染症及び食中毒

の予防及び蔓延防止に必要な措置を明確化して、規定する整備をするものでございます。 

大きな２点目は、児童福祉法に規定する懲戒権の削除に伴い、国の基準から親権者の懲

戒権規定が削除されたことから規定を削除するものでございます。裏面を御覧ください。 

大きな３点目は、自動車の運行時における安全管理に関する規定が整備されたものでご

ざいます。具体的には、児童の自動車への乗降者の際に、点呼等の方法により児童の所在

を確認することを義務づける規定を新設するもの。車内における児童の見落としを防止す

るためのブザー等の装置を装備することを義務づける規定を新設するものでございます。

なお、見落とし防止に係るブザー等の装置の速やかな導入が困難な場合が想定されること

から、令和６年３月３１日まで代替措置を講じることができる経過措置を設けております。 

大きな４点目は、こども家庭庁の設置に伴い法改正が行われ、保育所保育指針の制定権

限が厚生労働大臣から内閣総理大臣に移管され、国の基準が改正されたことによるもので

ございます。 

次に３附則でございます。本条例は公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用い

たします。２つ目として、第７条の３第２項で規定する自動車内における児童の見落とし

を防止するためのブザー等の装置を装備することが困難な場合は、令和６年３月３１日ま

での間、代替措置が可能である旨、経過措置を設けます。 

以上が議案第３３号、新冠町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例についての提案理由でございます。御審議を賜り御提案どおり決

定くださるようよろしくお願い申し上げます。 

引き続き議案第３４号の説明に移ります。そちらを御覧ください。 

議案第３４号、新冠町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について。 

新冠町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について、別紙のとおり定めようとするものでございます。提案理由及び改正内

容につきましては、改正に伴う、改める及び新旧対照表での説明は省略をさせていただき、

御手元に配付しております議案第３４号資料により説明させていただきますので、そちら

を御覧願います。 
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初めに提案理由ですが、１に記載のとおり、条例の準拠法令であります、放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴いまして、今回所要の改正

を行うものでございます。今回の改正内容、大きく分けて２点ございます。 

まず１点目が、児童の安全の確保を図るため、施設における安全に関する規定について

の計画を策定する規定等が整備されたことによるものでございます。この点に関し具体的

な改正内容は３点ございまして、１点目が、安全計画の策定や職員研修、訓練の実施を伴

うことなどを義務化し規定を新設するもの。２点目が、感染症や非常災害時の発生時にお

いて、利用者に対する支援の提供を継続的に実施、もしくは早期の業務再開を図るための

業務継続計画の策定を行うことなどを努力義務化し規定を新設するもの。３点目が、感染

症及び食中毒の予防及び蔓延防止に必要な措置を明確化して規定する整備をするものでご

ざいます。 

大きな２点目は、自動車の運行時における安全管理に関する規定が整備されたものでご

ざいます。具体的には、児童の自動車への乗降の際に、点呼等の方法により児童の所在を

確認することを義務づける規定を整備するものでございます。 

裏面を御覧ください。附則でございます。本条例は公布の日から施行し、令和５年４月

１日から適用します。また経過措置といたしまして、第６条第２項に規定する安全計画の

策定等については、令和６年３月３１日までの期間は努力義務といたします。 

以上が議案第３４号、新冠町放課後健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例についての提案理由でございます。御審議を賜り提案どおり御

決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第３３号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより議案第３３号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに、賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３３号は原案のとおり可決されました。 

次に、日程第２９、議案第３４号、新冠町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例についてに対する質疑を行います。 
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発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第３４号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３４号は原案のとおり可決されました。 

昼食のため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５５分 
再開 午後１２時５７分 

 

○議長（氏家良美君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

◎日程３０ 議案第３５号 

○議長（氏家良美君） 日程第３０、議案第３５号、新冠町合葬墓条例の制定についてを

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

谷藤町民生活課長。 

○町民生活課長（谷藤聡君） 議案第３５号、新冠町合葬墓条例の制定について。 

新冠町合葬墓条例を別紙のとおり定めようとするものです。 

初めに提案理由ですが、本年１０月に合葬墓を供用開始するに当たり、施設の運営等に

関し規定を定める必要があることから、条例の制定を行うものでございます。それでは、

条例内容について御説明いたしますので２ページをお開きください。 

まず条例名ですが、新冠町合葬墓条例といたします。１条では、条例の趣旨について規

定し、新冠町合葬墓の設置、管理及び使用等について必要な事項を定めることとしていま

す。第２条では、条例で用いる用語の定義について規定しています。第１項では、合葬墓、

焼骨、改葬焼骨、埋葬者について定義づけをし、第２項では、その他の用語については墓

地埋葬法において使用する用語の例として定義づけをしています。第３条では、合葬墓の

名称及び位置について規定しています。名称は新冠町合葬墓とし、位置は、新冠町字高江

４８９番地の８、判官館霊園内といたします。第４条では、使用者の資格申請できるもの
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について３号に分け規定をしています。第１号では、本町に住所または本籍を有する者で

あって、焼骨及び改葬焼骨を埋葬しようとする者。第２号では、本町に住所または本籍を

有しないものであって、本町に住所または本籍を有していたものの、焼骨及び改葬焼骨を

埋葬しようとする者。第３号では、本町の墓地使用者であって、その墓地を返還し改葬焼

骨を埋葬しようとする者としています。またただし書で、町長が特別な理由があると認め

る場合は使用できるものとし、行旅死亡人や無縁者の場合を想定してございます。第５条

では、使用の許可について規定しております。第１項では、合葬墓を使用する場合は、町

長の許可を受けなければならないとし、第２項では、許可した場合は、使用許可証の交付

と合葬墓埋葬者台帳にその旨を記載することを規定してございます。３ページをお開きく

ださい。第６条では、使用料について規定しています。使用料は焼骨１体当たり５千円。

改装焼骨の場合、申請１件の上限額を２万５千円としています。使用料の根拠ですが、町

が負担する合葬墓整備費用を合葬墓の埋葬予定数で除した額を根拠としてございます。ま

た上限額を５体分と設定した理由につきましては、後世の者が墓を守り、受け継いでいく

ことが日本の伝統的な考えではありますが、核家族化に伴い墓を継承出来ない問題が発生

しており、このような方々が利用しやすいような価格の上限を設定したものでございます。

第７条では、使用料の減免について規定しています。公の扶助及び町長が適当と認めた場

合は使用料を減免することができることにしています。具体的には、生活保護者、行旅死

亡人や無縁者を想定しています。第８条では、使用料の還付について規定しています。既

に納入された使用料は還付いたしませんが、町長が特別な理由があると認めた場合は還付

することができることにしています。町長が特別な理由があると認めた場合とは、次条の

規定により、使用許可の取消しを行った場合を想定しています。第９条では、使用料の取

消しについて規定しています。条例規則に違反した場合は許可を取り消すことができるこ

とにしています。第１０条では、埋葬後における焼骨の不返還について規定をしておりま

す。第１１条では、委任として条例の施行に必要な事項は規則で定めることを規定してお

ります。 

最後に附則です。この条例は令和５年１０月１日から施行します。 

以上が議案第３５号、新冠町合葬墓条例の制定についての提案理由でございます。御審

議を賜り提案どおり御決定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第３５号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

中川議員。 

○８番（中川信幸君） ２点お伺いしたいんですけど、まず使用者の資格ということで、

それの（２）番、本町に住所または本籍を有しないものであって、本町に住所または本籍

を有していた者の焼骨または改装焼骨を埋葬しようとするものっていうことは、これは以

前新冠に住んでいたが、今もう家族もみんな違うとこに、住んでるということで、そうい
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う人達も、これはＯＫということの理解でいいのかな。それともう１点、第５条のね、使

用許可の取消しということがあるんですけど、これは埋葬した後に取消したら、埋葬した、

要するに骨を、何ていうんすか、持っていってもらうというような考え方でいいのか、そ

の２点についてお伺いします。 

○議長（氏家良美君） 谷藤町民生活課長。 

○町民生活課長（谷藤聡君） まず１点目の、本町に住所または本籍を有しないものであ

って、本町に住所または本籍を有していた者の焼骨及び改葬焼骨を埋葬しようとする者の

定義ですけども、過去に新冠町に住んでいた方、戸籍を有していた方、その方が亡くなっ

ていて、その骨を埋葬しようとする、そういうものが該当になるということで御理解をい

ただきたいと思います。 

それで２点目、合葬墓に関する使用の取消しということで、これについては合葬墓を使

う上では、申請者の方々には誓約等を守っていただくということを条件にするんですけど

も、粉骨するだとか、そういったことをしないだとか、また、しない場合については使用

を取り消すということの想定をしてます。そして合葬墓に一度入れた骨については、もう

粉骨されていますので、それについてお返しすることは出来ないということにしておりま

す。そういう入れた方については、使用料はそのまま貰います。以上です。 

○議長（氏家良美君）ほかにございませんか。 

武藤議員。 

○７番（武藤勝圀君）７番武藤です。２点あります、１点目は、この墓をつくる話を進め

る過程の中で、地元の仏教会といいますか、名前は分かりませんけど、あるいは新冠仏教

会というのか、そういう団体と話合いがあったのか。なければいいんですがあった場合は、

どういう話があったのかっちゅう点が１点。 

それで２点目は、この墓の最終案は２月の社会文教常任委員会で示されてますけども、

あれを最終案と思ってするかどうか。その２点伺います。 

○議長（氏家良美君） 谷藤町民生活課長。 

○町民生活課長（谷藤聡君） まず１点目の仏教会との協議につきましては、仏教会と協

議をしております。合葬墓を利用するに当たって、仏教会として理解を、合葬墓使用する

ことについて理解をしていただけるかということで協議をしてございます。 

２点目の、２月のこれが町の最終案として進んでるのかという御質問だと思いますけど

も、それについては、その整備案をもって、今、進んでいるということで御理解いただき

たいと思います。 

○議長（氏家良美君） ほかにございませんか。 

武田議員。 

○１０番（武田修一君） １０番武田です。焼骨の不返還ということで、第１０条に、合

葬墓に埋葬された焼骨及び改葬焼骨を返還しないとあります。焼骨は火葬後の遺骨という

ことですけれども、以前新聞で、この辺のところのトラブルが多いという記事を見たこと
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がありますけれども、返還しないっていうことをしっかりと、改めて知らせる必要なのか

なというふうに思いますけど、その辺は対応をどのようにお考えでしょうか。 

○議長（氏家良美君） 谷藤町民生活課長。 

○町民生活課長（谷藤聡君） 合葬墓の使用の申請に当たってまず、骨の返還は出来ない

旨、それを確認した上で許可行為をしたいというふうに考えております。 

○議長（氏家良美君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより議案第３５号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３５号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程３１ 議案第３６号 

○議長（氏家良美君） 日程第３１、議案第３６号、新冠町下水道設置条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

関口建設水道課長。 

○建設水道課長（関口英一君） 議案第３６号、新冠町下水道設置条例の一部を改正する

条例について。 

新冠町下水道設置条例の一部を改正する条例を以下のように定めようとするものでござ

います。このたびの改正は、事業計画の変更に伴うものですが、御承知のように当町の下

水道は処理場を設けず、新ひだか町の終末処理場にて汚水処理をしております。本事業の

実施に当たりましては、両町ともに事業計画を策定し、北海道に協議することが義務づけ

られているところでございます。この事業計画は令和４年度で事業期間満了となりますこ

とから、新ひだか町とともに事業期間の延長及び計画人口の変更に関し、北海道に協議し

ておりましたところでございます。このたび、北海道から事業計画の変更が認められたた

め、当町下水道設置条例の計画人口について所要の改正を行うものでございます。  

新冠町下水道設置条例の一部を改正する条例の内容について、新旧対照表で説明申し上

げますので、次ページをお開き願います。新冠町下水道設置条例の一部を改正する条例新

旧対照表第３条第２号中、計画人口を２９３０人に改めようとするものでございます。 
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前のページにお戻り願います。附則としまして、この条例は公布の日から施行する。 

以上が議案第３６号の提案理由でございます。御審議を賜り提案どおり御決定ください

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第３６号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第３６号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３６号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程３２ 議案第３７号 

○議長（氏家良美君） 日程第３２、議案第３７号、新冠町職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第３７号、新冠町職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

次ページの新旧対照表により説明いたしますので２ページをお開き願います。このたび

の改正ですけども、新型コロナウイルス感染症法上の位置づけ変更により、５類感染症に

該当することとなり、新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令が令

和５年５月７日をもって廃止され、これを受け国の取り扱いに準拠して規定した、当町に

おける新型コロナウイルス感染症に対処するための感染症防疫等作業手当について廃止す

るもので、附則の第３条及び第４条を削るものです。 

１ページにお戻りください。附則です。附則としてこの条例は公布の日から施行するも

のです。 

以上が議案第３７号、新冠町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例に

ついての提案です。御審議を賜り原案の通り決定くださるようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 
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これより議案第３７号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第３７号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３７号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程３３ 議案第３８号 

○議長（氏家良美君） 日程第３３、議案第３８号、辺地に係る総合整備計画の変更につ

いてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第３８号、辺地に係る総合整備計画の変更について提案

理由を申し上げます。 

大富辺地に係る総合整備計画を別紙のとおり変更いたしたく、辺地に係る公共的施設の

総合整備のための財政上の特別措置に関する法律第３条第８項の規定に基づき議会の議決

を求めようとするものです。 

２ページをお開き願います。このたびの変更は、大富辺地において実施する道営農村整

備事業について辺地対策事業債を借り入れるため、計画の変更が必要となるもので、事前

に北海道知事に対し協議を行っていたところ、６月２日付けで異議がない旨の回答があり

ましたので、議会の議決を得た後に総合整備計画書を総務大臣に提出することとなります。

変更か所は、２の公共的施設の整備を必要とする事情に道路を追加し、記載のとおり事業

実施の理由について追記することと、３の公共的施設の整備計画の表中施設名に、道路（農

村整備事業）事業、主体名に、北海道・新冠町事業費を、括弧書きの８４００万円、財源

内訳の特定財源に６５１０万円、一般財源に１８９０万円。一般財源のうち辺地対策事業

債の予定額に１８９０万円を追加し、合計を括弧書きの事業費２億３４００万円。特定財

源１億４０１０万円、一般財源９３９０万円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額９

３９０万円に変更するものです。なお、辺地対策事業債は元利奨学金償還金の８０％が交

付税措置されるものです。 
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以上が議案第３８号、辺地に係る総合整備計画の変更についての提案理由です。御審議

を賜り原案の通り決定くださるよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第３８号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） 討論を終結いたします。 

これより議案第３８号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３８号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程３４ 議案第３９号 

○議長（氏家良美君） 日程第３４、議案第３９号、令和５年度新冠町一般会計補正予算

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第３９号、令和５年度新冠町一般会計補正予算について、

提案理由を申し上げます。 

１ページをお開き願います。このたびは２回目の補正となります。歳入歳出予算の補正

第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７８２８万９千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５４億２１３０万３千円にしようとするものです。  

はじめに地方債の補正がありますので、４ページをお開き願います。第２表、地方債の

補正。まず１変更ですが、過疎地域自立促進特別事業は、地域医療の確保など過疎ソフト

事業に充当している過疎債で、基本限度額が増額となったことから、限度額６６５０万円

を補正後３０万円増の６６８０万円に。続いて小規模治山事業は、緊急自然災害防止対策

事業債で、資材及び労務単価等の高騰に伴い事業費が４２１万５千円増加したことによる

もので、限度額１９１０万円を補正後２２０万円増の２１３０万円に。続いて橋梁長寿命

化事業は過疎債で、東泊津１号橋長寿命化修繕工事外に係る国の事業費調整において１４

７万２千円の減額と、それに伴い補助金９３万１千円が減額となったため町単費分を増額

するもので、限度額１０８０万円を補正後１００万円増の１１８０万円に、それぞれ変更
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するものです。次に２の追加ですが、新冠町立国保診療所改築事業限度額１５１０万円は、

診療所改築計画地にある職員住宅等の解体撤去費に係る過疎債で充当率１００％。続いて

過年発生補助災害復旧事業限度額５５０万円は、令和４年８月大雨災害に伴う公共土木施

設災害復旧事業に係る補助災害復旧事業債で充当率９０％。続いて衛生施設整備事業限度

額７０万円は、日高中部環境センターの長寿命化基幹改良事業の負担金に係る過疎債で充

当率１００％をそれぞれ追加するものです。なお、過疎債は元利償還金の７０％、補助災

害復旧事業債は元利償還金の９５％が交付税措置されるものです。 

次に、事項別明細書の歳出より説明いたしますので１２ページから１３ページをお開き

願います。説明につきましては、主要事業に係る６月補正予算説明資料を用意し配布させ

て頂いておりますので、ここに掲載の事業につきましては簡潔に行いますので、よろしく

お取り計らい願います。また人件費に係る補正についてですが、正職員分は、４月１日の

人事異動に伴う各科目間の調整及び退職者と新規採用者の差額の減額、昇給昇格による増

額、派遣職員復帰による増額、育児休業による減額のほか、退職手当組合の負担率が千分

の１０引下げとなったことによる減額となっており、これらの給料、職員手当、共済費、

退職手当組合負担金の人件費は、合計８７９万２千円の減額となっております。なお、当

初予算に計上した人数１２０名に増減はありません。次に、フルタイム会計年度任用職員

分ですが、こども園で１名減員によるもののほか、退職手当組合の負担率引下げによる減

額等となっており、合計３２９万６千円の減額となっております。なお、当初予算に計上

した人数５９名から１名減の５８名となっております。これら各科目における、２節給料、

３節職員手当等、４節共済費、１８節負担金補助及び交付金の説明は省略させていただき

ますので、ご了承願います。説明に入りますけれども、明細書は左右見開きとなっており、

細節及び説明欄はすべて右側のページとなります。 

１款議会費、１項議会費、１目議会費１０万５千円の追加は、人件費の調整によるもの。

１４ページから１５ページに移ります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１

５４４万４千円の減。人件費において人事異動により２名減員となっております。説明欄

の事業２一般事務費（総務課総務Ｂ）で、２０節貸付金３６０万円の増額は、医療職及び

福祉職養成修学資金貸付金で３名の新規要望者に対応するものです。３目財産管理費、１

０９２万３千円の追加。事業１町有建物維持管理費で、１４節工事請負費５９７万３千円

の増額は、国保診療所建替えに伴い計画敷地内にある中央町職員住宅等の解体撤去工事費

を計上しており、詳細は説明資料１ページのとおりです。事業２その他（土地等）町有財

産管理費で、１２節委託料４９５万円の増額は、ＪＲ日高線鉄道用地の無償譲渡に係る用

地測量業務委託料を計上しており、詳細は説明資料２ページのとおりです。５目企画費、

９２７万５千円の追加。事業１新冠町コミュニティバス運営事業で、１０節需用費７５万

円の増額は、平成２９年２月に導入した車両の故障により、ミッション系統全体の交換が

必要となったことから修繕料を計上しており、詳細は説明資料３ページのとおりです。１

７ページに移りまして、事業２情報通信基盤整備事業で、１１節役務費８５２万５千円の
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増額は、光ケーブル断線１か所の復旧及び新規加入１戸に係る分岐機器の増設、支障移転

２件３地区に要する手数料を計上しており、詳細は説明資料４ページのとおりです。なお、

支障移転のうち１件は補償金が歳入となります。１８ページから１９ページに移ります。

２項徴税費、１目税務総務費１９７万８千円の追加は、人件費の調整によるもの。２０ペ

ージから２１ページに移ります。３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費３８

万９千円の追加。事業２旅券発給事業で、１０節需用費６万円の増額は、パスポートの申

請が増加傾向にあり北海道収入証紙の不足が見込まれることから、２千円の証紙３０枚の

購入費を計上しており、詳細は説明資料５ページのとおりです。なお、証紙は申請者の負

担であり同額が歳入となります。２２ページから２３ページに移ります。６項監査委員費、

１目監査委員費３万円の追加は、８節旅費で、改選となった議会選出監査委員に係る費用

弁償の不足分を増額するものです。２４ページから２５ページに移ります。３款民生費、

１項社会福祉費、１目社会福祉総務費３３４６万３千円の追加。事業２社会福祉総務費で、

２０節貸付金５０万円の減額は、社会福祉協議会が町からの原資貸付金で実施してきた生

活資金貸付事業について、自主財源により対応が可能であり原資貸付金は不要であるとい

うことから減額するもので、詳細は説明資料６ページのとおりです。事業４住民税非課税

世帯給付金事業２９３０万２千円の増額は、全額国費による特別給付金事業として実施す

るもので、低所得世帯に対し１世帯あたり３万円を給付するもので、対象９２１世帯を見

込むと共に事務費を計上しており、詳細は説明資料７ページのとおりです。２７ページに

移りまして、事業５の住民税非課税世帯給付金事業（家計急変世帯分）６０万円の増額は、

先に説明の住民税非課税世帯給付金事業の対象とならない世帯のうち、予期せず収入が減

少した世帯に対し１世帯あたり３万円を給付するもので、対象２０世帯を見込み計上。な

お、財源として国の電力ガス食料品等価格高騰重点支援地方交付金の充当を見込んでおり、

詳細は説明資料８ページのとおりです。事業６新型コロナウイルス感染症対策事業４９０

万５千円の増額は、国の電力ガス食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用し、福祉暖

房費給付金事業及び医療介護障がい施設等物価高騰対策支援金支給事業を実施するもので

す。まず福祉暖房費給付金事業は、これまで実施してきた福祉灯油支給事業の対象者を基

本として、灯油に限らず暖房費を支援することとし、灯油券の交付を止めて現金給付に変

更して実施するものです。１０節需用費１万円及び１１節役務費３万円の増額は、事務費

を計上。１９節扶助費３５０万円の増額は、１世帯あたり１万円の対象３５０世帯を見込

み計上しており、詳細は説明資料９ページのとおりです。次に、医療介護障がい施設等物

価高騰対策支援金支給事業は、物価高騰の影響を受けている医療社会福祉施設等に対し、

施設別及びサービス種別毎に補助基準を定め、１事業所あたり１万円から３８万５千円を

支給するもので、１８節負担金補助及び交付金１３６万５千円の増額は、対象１４事業所

を見込み計上しており、詳細は説明資料１０ページのとおりです。２目老人福祉費１６万

２千円の減は、２７節繰出金で介護サービス特別会計事業勘定予算において説明いたしま

す。４目地域包括支援センター費９万４千円の減は、人件費の調整によるもの。２８ペー
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ジから２９ページに移ります。２項児童福祉費、１目児童措置費５万円の追加は、２２節

償還金利子及び割引料で、児童手当の支給実績に基づき余剰となった国費を返還するもの

で、詳細は説明資料１１ページのとおりです。２目児童福祉施設費３２万８千円の追加。

事業１子ども子育て事業で、２２節償還金利子及び割引料３２万９千円の増額は、事業完

了による執行残の国費を返還するもので、詳細は説明資料１２ページのとおりです。３０

ページから３１ページに移ります。４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費１

８万４千円の減は、人件費の調整によるもの。４目診療所費補正額はありませんが、国の

電力ガス食料品等価格高騰重点支援地方交付金１８０万円を光熱費の高騰分に充当すると

ともに、過疎債ソフト事業分が３０万円増額となったことから、補正額の財源内訳におい

て、国庫支出金を１８０万円、地方債を３０万円それぞれ増額し、一般財源を２１０万円

減額するものです。３２ページに移ります。２項清掃費、１目清掃総務費、補正額はあり

ませんが、日高中部衛生施設組合負担金において予算措置している、環境センターの長寿

命化に係る基幹改良事業について、過疎債により財源の手当てをすることになったため、

補正額の財源内訳において地方債を７０万円増額し、一般財源を７０万円減額するもので

す。３４ページから３５ページに移ります。３項水道費、２目簡易水道費８０８万７千円

の減は、２７節繰出金で簡易水道事業特別会計において説明いたします。３６ページから

３７ページに移ります。５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費２千円の減及

び２目農業総務費１万４千円の減並びに３目農業振興費千円の減は、いずれも人件費の調

整によるもの。３６ページから３９ページに亘りますが、５目牧野管理費８４２万２千円

の追加。事業１預託牛管理費８０２万７千円の増額は、人件費で１名増員となっているほ

か、１０節需用費５６万円の増額は、平成元年式のトラクター故障に伴う修繕料を計上し

ており、詳細は説明資料１３ページのとおりです。３９ページに移りまして、事業２町有

牛管理費３９万５千円の増額は人件費の調整で、詳細は説明資料１４ページのとおりです。

４０ページから４１ページに移ります。２項林業費、１目林業振興費１０３万円の減は、

人件費の調整によるもの。３目治山費４２１万５千円の追加は、道の補助事業で実施する

小規模治山事業の主体工種である、治山ダムにおける資材及び労務単価の改定により、１

４節工事請負費を４１８万２千円増額するものです。なお、歳入においても補助金と起債

が増額となります。詳細は説明資料１５ぺージのとおりです。４２ページから４３ページ

に移ります。３項水産業費、１目水産業振興費６４万円の減。事業２漁業振興事業費で、

赤潮対策緊急支援事業として実施する漁場環境調査事業に対して、国が７０％、道と町が

それぞれ１５％を負担するものですが、道内関係市町の要望総事業費が予算枠を超過した

ため事業費の減額調整により、１８節負担金補助及び交付金６３万８千円が減額となるも

ので、詳細は説明資料１６ページのとおりです。４４ページから４５ページに移ります。

６款商工費、１項商工費、１目商工業振興費１３５０万円の追加。事業１地域産業６次化

推進コーディネート事業で、新冠町地場産業開発研究事業補助金１００万円の増額は、農

業１法人が自家生産米をパックご飯に加工し、付加価値を高め流通させるために必要とな
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る米の選別機導入に対して補助するもので、詳細は説明資料１７ページのとおりです。事

業２新型コロナウイルス感染症対策事業で、新冠町事業者支援事業交付金１２５０万円の

増額は、国の電力ガス食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用し、エネルギー価格や

物価の高騰により影響を受けている事業者２５０事業所を見込み、一律５万円を交付し支

援するもので、詳細は説明資料１８ページのとおりです。２目観光費３５１万９千円の追

加。事業２新冠温泉施設管理運営事業３５１万７千円の増額で、１２節委託料２４３万円

の増額は、過年度発行の入浴に係る回数券及び無料券の使用精算分として、指定管理受託

事業者へ支払うもの。１７節備品購入費１０８万７千円の増額は、温泉揚湯装置が令和４

年１２月に１度、令和５年３月に２度、不具合により停止し、その都度専門業者に依頼し

て復旧に当たりましたが、今後も同様の事態が発生する恐れがあることから、速やかな復

旧と要する費用の圧縮を図るため、温泉揚湯装置用特殊機材を購入するもので、詳細は説

明資料１９ページのとおりです。４６ページから４７ページに移ります。７款土木費、１

項道路橋梁費、２目道路維持費６５４万５千円の追加。１２節委託料２１１万２千円の増

額は、本町地区の町道浜通り線ほか１か所の未処理用地に係る測量業務及び、節婦地区開

拓財産地図訂正資料作成業務を委託するもの。１４節工事請負費４４３万３千円の増額は、

国保診療所建替えに伴い計画敷地内の町道の舗装及び排水管等を撤去するための工事費を

計上しており、詳細は説明資料２０ページのとおりです。３目道路新設改良費１９万２千

円の追加は、人件費の調整によるもの。４８ページから４９ページに移ります。２項河川

費、１目河川総務費２２４万４千円の追加は、１２節委託料で、太陽地区の陽成二号川幸

山地先河川未処理用地に係る測量業務を委託するもので、詳細は説明資料２１ページのと

おりです。５０ページから５１ページに移ります。３項住宅費、２目住宅建設費２千円の

減は、人件費の調整によるもの。５２ページから５３ページに移ります。４項下水道費、

１目下水道整備費３３万６千円の追加は、２７節繰出金で下水道事業特別会計において説

明いたします。５４ページから５５ページに移ります。９款教育費、１項教育総務費、２

目事務局費７０６万９千円の追加。事業３新型コロナウイルス感染症対策事業６００万円

の増額は、国の電力ガス食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用し、食料品価格等の

物価高騰により影響を受けている高校生以上の学生等３００名を見込み、一律２万円を給

付し支援するもので、詳細は説明資料２２ページのとおりです。４目児童生徒輸送費１２

２万５千円の増額は、１７節備品購入費で、幼稚園等において義務化された送迎用バス置

き去り防止用安全装置の装備について、スクールバスにも同様に装備し更なる安全を確保

するため、車両７台に安全装置を導入するもので、詳細は説明資料２３ページのとおりで

す。５６ページから５７ページに移ります。２項小学校費、１目学校管理費７万４千円の

追加。事業２小学校管理運営費で、１０節需用費５万円の増額は、室蘭地区トラック協会

日高中部支部から交通安全に役立ててと寄附金を頂いたことから、趣旨に沿った交通安全

啓発用品等を購入するもので、詳細は説明資料２４ページのとおりです。５８ページから

５９ページに移ります。３項中学校費、１目学校管理費２２万５千円の増額は、会計年度
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任用職員の人件費調整によるものです。６０ページから６１ページに移ります。４項認定

こども園費、１目認定こども園費４０６万２千円の減。人件費において職員１名増員とな

っておりますが、育児休業職員１名分が減額となっております。また、職員１名増員によ

り会計年度任用職員１名減員となっております。１７節備品購入費３５万円の増額は、義

務化された送迎用バス置き去り防止用安全装置車両２台に装備するため導入するもので、

詳細は説明資料２５ページのとおりです。６２ページから６３ページに移ります。５項社

会教育費、１目社会教育総務費１２６１万円の増額。事業２新冠町陶芸館事業１１７９万

２千円の増額は、国保診療所建替えに伴い計画敷地内にある陶芸館を解体撤去するととも

に、用途廃止を予定している氷川生活センターを代替施設として改修する工事費を計上し

ており、詳細は説明資料２６ページのとおりです。６４ページから６５ページに移ります。

６項保健体育費、１目保健体育総務費４万９千円の追加は、人件費の調整によるもの。６

６ページから６７ページに移ります。１０款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費、

２目過年発生災害復旧費９１２４万５千円の追加は、令和４年８月大雨災害に伴う公共土

木施設災害復旧事業で、河川災害復旧工事５件に係る工事請負費を計上しており、詳細は

説明資料２７ページのとおりです。 

次に、歳入について、説明いたしますので、８ページから９ページをお開き願います。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、３目災害復旧費国庫負担金８５０４万円の追加は、

令和４年８月大雨災害に伴う公共土木施設災害復旧事業に対するもの。２項国庫補助金、

１目総務費国庫補助金５６８０万９千円の追加は、物価高騰対策として実施する住民税非

課税世帯給付金事業ほか１１事業に対するもの。２目民生費国庫補助金３５万円の追加は、

こども園送迎用バスの置き去り防止用安全装置導入に対するもの。４目土木費国庫補助金

９３万１千円の減は、道路メンテナンス補助事業で実施する、東泊津１号橋長寿命化修繕

工事外に係る国の事業費調整による減額に伴うもの。６目農林水産業費国庫補助５１万８

千円の追加は、令和５年３月に殺処分したヨーネ病患畜の町有牛１頭に対するもの。１５

款道支出金、２項道補助金、４目農林水産業費道補助金２１０万８千円の追加は、小規模

治山事業の事業費増額に伴うもの。５目教育費道補助金６１万６千円の追加は、スクール

バスの置き去り防止用安全装置導入に対するもの。１７款寄附金、１項寄附金、２目指定

寄附金５万円の追加は、室蘭地区トラック協会日高中部支部から学校における交通安全の

推進に役立ててと指定寄附があったもの。１９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金３０５

万７千円の追加は、前年度繰越金の財源化です。２０款諸収入、３項貸付金元利収入、３

目法外援護資金貸付金収入５０万円の減は、歳出における社会福祉協議会への原資貸付金

減額に伴うもの。５目奨学金貸付金元金収入１００万円の追加は、６月から新たに１名の

償還が開始となるもの。４項雑入、１０ページに移り、５目雑入５３７万２千円の追加。

説明欄２の支障移転補償金５３１万６千円の増額は、高規格道路建設工事に伴い支障とな

る町道軽種馬共同育成公社線敷設の光ケーブル設備移転に対する補償金です。２１款町債、

１項町債、１目総務債から９目教育債までの合計２４８０万円の追加は、４ページ地方債
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の補正で説明のとおりですので、説明は省略させて頂きます。 

以上が議案第３９号、令和５年度新冠町一般会計補正予算の提案理由です。御審議を賜

り、原案のとおり御決定くださるようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

◎日程３５ 議案第４０号～日程３６ 議案第４１号 

○議長（氏家良美君） 日程第３５、議案第４０号、令和５年度新冠町簡易水道事業特別

会計補正予算。日程第３６、議案第４１号、令和５年度新冠町下水道事業特別会計補正予

算を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

関口建設水道課長。 

○建設水道課長（関口英一君） 議案第４０号、令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計

補正予算について提案理由の説明を申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計補正予算このたび、

第１回目の補正となります。歳入歳出予算、第１条歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ７８６万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億４５２５万円

にしようとするものでございます。 

事項別明細書歳出より説明申し上げますので、８ページから９ページをお開き願います。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費２０万６千円の追加。事業１一般管理費で

人件費の調整によるものです。２節給料、３節職員手当等、４節共済費の増額は職員昇格

によるもの。１８節負担金補助及び交付金の減額は、退職負担金率が千分の１０引下げと

なったことによるものです。１０ページから１１ページに移ります。２款施設費、１項施

設費、１目維持費８２９万４千円の減。事業１維持費で１４節工事請負費８２９万４千円

の減額は、本町中央町地区配水管更新工事で一般道道は滑若新冠停車場線学校踏切前にお

いて、北海道が事業主体の踏切撤去に伴う道路改良工事に合わせて、老朽管の更新を行う

予定でありましたが、北海道が事業分の令和５年度の予算の配分が出来なかったことから、

工事実施不可能となったことにより、減額調整するものでございます。２目受託工事費２

２万１千円の追加。事業１受託工事費、１５節原材料費２２万１千円の減増額は、現在、

本町地区に日高食肉センター社宅建設が着工されていることから、必要なメーター器１６

戸分を計上するものです。 

次に、歳入について説明いたしますので６ページから７ページをお開き願います。２款

繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金８０８万７千円の減額は、歳入歳出精

査に伴う剰余金を一般会計に繰り戻すものでございます。４款諸収入、１項受託事業収入、

１目受託事業収入２２万円の追加は、日高食肉センター社宅建設が着工されたことから、

必要なメーター器１６戸分の売払い収入分を見込んでおります。 

以上が議案第４０号、令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計補正予算についての提案
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理由を申し上げました。御審議を賜り提案のとおり御決定くださいますようお願い申し上

げます。 

引き続き議案第４１号の提案理由を申し上げますのでお開き願います。 

議案第４１号、令和５年度新冠町下水道事業特別会計補正予算について提案理由の説明

を申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和５年度新冠町下水道事業特別会計補正予算。このたび、

第１回目の補正となります。第１条歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３万６千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１６５万４千円にしようとするも

のでございます。 

事項別明細書歳出より説明申し上げますので、８ページから９ページをお開き願います。

１款下水道費、１項下水道費、１目一般管理費３３万６千円の追加。事業１下水道一般管

理事業で人件費の調整によるものです。２節給料、３節職員手当等、４節共済費の増額は、

職員昇格によるもの。１８節負担金補助及び交付金の減額は、退職負担金率が千分の１０

引下げになったことによるものです。 

次に歳入について説明いたしますので、６ページから７ページをお開き願います。３款

繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金３３万６千円の追加は、歳入歳出精査

に伴う不足額を、財源調整分として一般会計から繰り入れるものでございます。 

以上議案第４１号、令和５年度新冠町下水道事業特別会計補正予算について提案理由を

申し上げました。御審議を賜り提案のとおり御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

◎日程３７ 議案第４２号 

○議長（氏家良美君） 日程第３７、議案第４２号、令和５年度新冠町介護サービス特別

会計事業勘定補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

竹内特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（竹内修君） 議案第４２号、令和５年度新冠町介護サービス

特別会計事業勘定補正予算の提案理由について御説明申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和５年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定補正予算。

このたびは、１回目の補正でございます。第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１６万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億３７９万８千円と

しようとするものです。 

事項別明細書の歳出から御説明申し上げますので、８ページから９ページをお開きくだ

さい。１款総務費、１項一般管理費、１目施設介護サービス事業費６万９千円の減額。２

節給料３６万３千円の増額及び３節職員手当等３８万１千円の増額は、人事異動等に係る

一般職職員人件費の調整。４節共済費８千円の減額。１８節負担金補助及び交付８０万５
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千円の減額は、共済組合、退職手当組合負担金の調整によるもの。続いて２目短期入所生

活介護事業費９万３千円の減額。４節共済費１千円の減額及び１８節負担金補助及び交付

金９万２千円の減額は共済組合、退職手当組合負担金の調整によるもの。 

次に歳入について御説明申し上げますので、６ページから７ページをお開きください。

２款繰入金、１項１目１節いずれも一般会計繰入金で、１６万２千円の減額は、歳入の財

源調整分として繰入れている一般会計からの繰入金を繰り戻すもの。 

以上が議案第４２号の提案理由の説明でございます。御審議を賜り提案どおり御決定く

ださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

◎日程３８ 議案第４３号 

○議長（氏家良美君） 日程第３８、議案第４３号、令和５年度新冠町立国民健康保険診

療所事業特別会計補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

杉山国保診療所事務長。 

○国保診療所事務長（杉山結城君） 議案第４３号、令和５年度新冠町立国民健康保険診

療所事業特別会計補正予算について提案理由を申し上げます。 

議案の１ページを御覧ください。今回は第１回目の補正になります。第１条、既定の歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２５３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ５億７７４万円にしようとするものであります。 

続きまして第２条地方債の補正がありますので３ページを御覧ください。第２表地方債

補正１追加です。起債の目的、新冠町立国保診療所改築事業に関する地方債の借入れであ

ります。後ほど説明をいたしますが、移転改築用地の測量業務委託、施設本体の外構整備

に係る実施設計業務委託。建設予定地にあります、長年使用していない医師住宅の解体工

事の３件に対する起債の借入れとなります。限度額１５１０万円。起債の方法、利率、償

還の方法につきましては記述のとおりであります。 

次に歳入歳出予算の補正について、事項別明細書の歳出より説明いたしますので、９ペ

ージをお開きください。１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費１４９５万９千円

の追加。次の１０ページを御覧ください。３節職員手当等１０万６千円の減額、事務職員

の扶養手当等の減額によるもの。４節共済費８千円の減額、事務職員に係る共済費の利率

変更等によるもの。１２節委託料１１４７万３千円の追加。説明欄の１つ目、診療所改築

用地測量業務委託料は、建設予定区域内の０．６７ヘクタールの敷地用地くいの復元、敷

地内の地形測量を実施するための委託料予算を追加するもの。説明欄の２つ目、診療所改

築外構整備実施設計業務委託料は、建設予定地内の建物等の配置決定に合わせて、道路形

態、高さ設定、雨水排水など、外構整備を見据えて計画することで、計画と実施の乖離を

解消することが可能となり、全体の工事工程の短縮につながることから、今回の補正で外
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構整備の実施設計を予算提案するもの。１４節工事請負費３７１万８千円の追加。改築移

転先にあります医師住宅の解体工事でありますが、住宅の傾きが大きくなっており、約１

０年間以上使用していなかった２階建ての医師住宅を今回解体するもの。１８節負担金補

助及び交付金１１万８千円の減額、事務職員の退職手当等の利率変更による減額。次のペ

ージに移ります。２款１項１目ともに医療費７５７万１千円の追加。次の１２ページを御

覧ください。１節報酬２８０万円の追加。本年４月から風間医師の整形外科診療日を増や

したことに対する、当該医師への報酬予算の追加。２節給料１７万２千円、３節職員手当

等８６万５千円、４節共済費５万円の追加は、医療技術職員の昇格、各手当の変更、利率

変更等による予算の追加。１８節負担金補助及び交付金３６８万４千円の追加。主な内容

といたしましては、本年４月より、手稲いなづみ病院及び恵庭第１病院からそれぞれ医師

を派遣していただいている報酬相当分について、医療機関に支払う医師出向負担金予算の

追加。 

次に歳入の説明をいたしますので、７ページをお開きください。５款１項１目共に繰越

金３４３万円の追加。７款町債、１項町債、１目施設設備整備債１５１０万円の追加の予

算提案となります。次の８ページを御覧ください。５節繰越金については歳出事業費の増

加に伴い、令和４年度から５年度に対する前年度繰越金予定額のうち７４３万円を追加補

正し財源化するもの。１節新冠町立国保診療所改築事業債については、先ほど説明をいた

しました、診療所移転改築に係る業務委託料２件、工事請負費１件に対する起債の借入れ

を行うものであります。 

以上が議案第４３号の提案理由でございます。御審議を賜り原案どおり御決定ください

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

◎日程３９ 会議案第７号 

○議長（氏家良美君） 日程第３９会議案第７号、特別委員会の設置についてを議題とい

たします。 

先般診療所改築の進捗状況について、町から報告があり、今後、改築に係る諸事項につ

いて町から具体的に示されることとなるが、議会としても診療所の改築について町と慎重

に協議していくため、新冠町議会委員会条例第５条第１項及び第２項の規定により、議長

を除く議員１０名による新冠町立国民健康保険診療所改築調査特別委員会を設置し、この

委員会に診療所改築に係る諸事項全般についての調査を付託したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって診療所改築に係る諸事項全般についての調査は、新冠町立国民健康保険診療所改

築調査特別委員会に付託し調査することと決定いたしました。なお、ただいま設置されま
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した、新冠町立国民健康保険診療所改築調査特別委員会において、正副委員長互選し、後

刻報告願います。 
 
   ◎閉議宣言 
○議長（氏家良美君） 以上をもって本日の日程は全て終了いたしました。 

本日はこれをもって散会いたします。 
御苦労さまでした。 

 
（午後２時８分 散会） 

  


